
特集  「質保証」から「質向上」へ

教育改革
・改善

質施策

教育機関として成長する大学への取り組み

▶「質保証検討委員会」を責
任主体とする内部質保証体
制。認証評価受審のタイミング
で、自己点検・評価を実施
▶「質保証検討委員会」とは別
に、「自己点検評価委員会」が
各機構、委員会からの報告を
基に点検・評価

▶自己点検・評価を毎年実施。今後は
毎年チェックするものと長期で見るもの
に項目を仕分けして負担減を図る
▶評価や改善がしやすくなる形に、ア
セスメントプランの修正を検討中
▶大学の活動の点検・評価は「質保証
推進委員会」に一本化。執行部に加
え、各学部・学科教員も参加
▶学部・学科と執行部が時間をかけて
対話しながら取り組む
▶既存の学生参画のしくみを内部質
保証に取り入れる

▶定期的な自己点検・評価ではなかっ
たため、結果に基づく改善・向上が行
われにくかった。各機構、学部・研究科
等への支援のしくみも不十分で、内部
質保証が有効に機能していなかった
▶複数の会議体が内部質保証に取り
組み、責任の所在が不明瞭
▶執行部中心で進めていたため、各学
部が質保証を自分事化しにくかった
▶学部ごとの物の見方や思考パター
ン、文化の違いがあり、足並みがそろい
にくかった

▶既存のカリキュラムに対して、
カリキュラムマップなどを整備

▶養成したい人材像や３つのポリシー
の見直し
▶カリキュラムを見直し、養成したい人
材像に基づき、佛教大学としての特色
を強化。初年次教育やキャリア教育の
充実、共通教養科目等の設置など
（2026年度より開始）
▶学生の意見、提案を取り入れた教育
環境の改善や、学生による授業支援

▶養成したい人材像や３つのポリ
シー、カリキュラムなどを社会の変化に
対応させることが必要
▶自学の学生の状況に合った学修者
本位のカリキュラムへの見直しが必要
▶学部によらない佛教大学としての全
学的な出口保証
▶キャリア教育の目的や成果が不明瞭

取材・文／児山雄介　撮影／望月小夜加

本
学
は
、人
文
社
会
系
に
加
え
、教
育
、

社
会
福
祉
、
保
健
医
療
技
術
の
免
許
・

資
格
系
学
部
も
擁
す
る
総
合
大
学
で

す
。
真
面
目
な
学
生
が
多
く
、例
え
ば
、

私
が
所
属
す
る
歴
史
学
部
に
は
歴
史
好

き
で
向
学
心
旺
盛
な
学
生
が
全
国
か
ら

集
ま
り
ま
す
。
反
面
、
キ
ャ
リ
ア
観
に

乏
し
く
、
適
性
が
な
く
て
も
親
に
言
わ

れ
る
が
ま
ま
に
教
員
を
め
ざ
す
学
生

や
、
就
職
活
動
で
自
己
ア
ピ
ー
ル
が
う

ま
く
で
き
な
い
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
私
は
、専
門
教
育
だ
け
で
な
く
、

自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
教

育
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
と

い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　折
し
も
本
学
は
、
２
０
１
９
年
度
の

第
3
期
認
証
評
価
受
審
時
に
、
内
部
質

保
証
に
関
し
て
是
正
勧
告
を
受
け
ま

す
。
学
生
募
集
も
芳
し
く
な
い
状
況
で

し
た
。
そ
こ
で
、
タ
ス
ク
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
今
後
の
大
学
の
改
革
の
方
向
性

を
検
討
。そ
の
結
果
、拙
速
に
改
組
を

す
る
の
で
は
な
く
、ま
ず
は
、内
部
質
保

証
の
実
質
化
を
図
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
も

の
へ
と
見
直
し
、
実
直
に
教
育
の
質
を

追
求
す
る
こ
と
で
、
高
校
生
に
選
ば
れ

る
大
学
に
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
す
。

　ま
ず
、
分
散
し
て
い
た
質
保
証
の
組

織
を
整
理
し
、「
質
保
証
推
進
委
員
会
」

に
一
本
化
。
同
組
織
下
に
「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
私

が
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
事
務
局
長
、
学
部
長
に
加
え
、

各
学
科
か
ら
１
人
、
学
科
の
利
益
代
表

と
し
て
で
は
な
く
、
学
部
や
大
学
全
体

の
教
育
の
質
を
考
え
ら
れ
る
教
員
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

人
文
社
会
系
と
資
格
系
の
学
部
学
科
で

は
足
並
み
が
そ
ろ
い
に
く
い
事
情
を
考

慮
し
て
の
も
の
で
す
。

　「カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
そ
う
」
と

言
う
と
現
場
の
教
員
は
身
構
え
が
ち
で

す
。
そ
こ
で
、
あ
く
ま
で
既
存
の
教
育

活
動
の
延
長
に
あ
り
、
そ
の
向
上
の
た

め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
現

場
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
す
た
め
、
検
討

に
は
時
間
を
か
け
ま
し
た
。
一
方
で
、

大
学
の
決
定
事
項
は
、
本
委
員
会
か
ら

で
は
な
く
、「
質
保
証
推
進
委
員
会
」

か
ら
各
学
部
長
に
伝
え
、
全
学
的
な
取

り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
も
ら
う
工

夫
も
し
ま
し
た
。

　２
０
２
６
年
度
か
ら
始
動
す
る
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
目
玉
は
、
１
年
を
か
け

て
全
学
で
共
通
の
社
会
人
基
礎
力
を
養

成
す
る
初
年
次
教
育
で
す
。
春
学
期
に

ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
ズ
、
秋
学
期
に
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
ズ
を
扱
い
、
ま

ず
は
大
学
で
の
学
び
の
姿
勢
を
育
て
ま

す
。
初
年
次
に
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
も
含

ま
れ
ま
す
。「
自
分
の
得
手
・
不
得
手

に
合
わ
せ
て
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
座

学
だ
け
で
な
く
、
職
業
体
験
を
す
る
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
や
、
社
会
人

基
礎
力
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
自
分

で
振
り
返
る
授
業
な
ど
も
行
い
ま
す
。

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
も
見
直
し
ま
し
た
。

人
材
養
成
の
目
的
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

連
動
さ
せ
る
た
め
に
、「
質
保
証
推
進
委

員
会
」が
直
接
担
当
。各
学
科
が
掲
げ

る
人
材
養
成
の
目
的
を
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ

ン
し
ま
し
た
。
卒
業
後
の
伸
び
し
ろ
も

考
慮
し
て
４
年
目
に
到
達
す
べ
き
状
態

を
想
定
し
、
高
校
生
が
読
ん
で
も
わ
か

る
表
現
に
。前
文
、後
文
も
付
け
、評
価

に
つ
い
て
も
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　改
革
の
過
程
で
広
報
に
力
を
入
れ
た

結
果
、
募
集
状
況
は
回
復
し
、
近
年
は

堅
調
で
す
。
こ
の
7
年
間
取
り
組
ん
だ

質
保
証
の
実
質
化
の
成
果
を
も
っ
て
、

次
年
度
の
認
証
評
価
に
臨
み
ま
す
。

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
の
課
題
と

大
学
の
質
保
証
の
課
題
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　新カリキュラムの柱となるのが「共通教養科目」と「学部横断プログラム」
だ。「共通教養科目」は、入学者の質の変化に対応。モチベーションが低下
する学生、就活でアピールできる強みを見いだせない学生に対して、DPを素
材にした自校教育や、学びの目的、姿勢を養う科目をそろえた。併せて、卒業
後のキャリア形成に有用な社会人基礎力の養成も重視。行政や企業が抱
える課題の解決に挑むプロジェクト科目群を置く。初年次教育やキャリア教
育に不慣れな教員のために、教科書や指導書も用意される予定だ。
　「学部横断プログラム」は、希望する学生に、テーマ＊に沿って３年かけて
多様な分野を学ぶ経験を通し、専門以外の視点を養うと同時に、教養の意
義を感じてもらうことが目的の意欲的なプログラム。１年次には導入用の「パ
スポート科目」として共通教養科目を、２年次には「コア科目」として専門の
基幹科目を３科目、３年次には、学びを統括する演習「オーバーオール科目」
を履修する。「出口の質保証」のためには学修成果の自認が重要なので、成
果報告会を実施するほか、修了者には就活にも使えるバッジを発行する。

＊１ GGJ：経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援事業（2012年採択）、COC：地（知）の拠点整備事業（2013年採択）、
AP：大学教育再生加速プログラム（2014年採択）、COC+：地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（2014年採択）
＊２ Mathematics、ICT、Data Science、AI

＊2026年度は「心と身体のマネジメントプログラム」「文化財・文学・GIS（地理情報システム）から読み解く京都」の２テーマを予定

キャンパス／京都府京都市　学生数／6,327人
建学の理念／仏教精神により人格識見高邁にして、活動力ある人物の養成を目的とし、
世界文化の向上、人類福祉の増進に貢献することを使命とする。
学部／仏教、文、歴史、教育、社会、社会福祉、保健医療技術、看護（2026年４月設置構想中）
大学院／文学、教育学、社会学、社会福祉学
THE 日本大学ランキング2025／201+位

質保証や募集状況などの課題を前にして、今ある教育の質を地道に高める道に、
課題解決の光を見いだした佛教大学。新体制を整え、新カリキュラムを打ち立てた。

佛教大学

質保証体制や学生の課題を直視、
ポリシーとカリキュラムを刷新

CASE
 STUDY

注目！ 全学で目的意識の醸成と社会人基礎力を養成
意欲ある学生には、学部横断プログラムも提供

かいひでゆき●1992年佛教大学大学院文学研究
科日本史学専攻単位取得退学。2000年佛教大学
文学部専任講師。同准教授、同教授を経て、2010年
より歴史学部教授。歴史学部長を経て2023年より
現職。

貝 英幸

社
会
人
基
礎
力
養
成
重
視
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
と
改
革

副学長

新カリキュラムの２本柱
◆共通教養科目群

◆学部横断プログラム

建学の
精神

仏教・自校教育

グローバル自己形成

データサイエンスプロジェクト

初年次教育キャリアスタディ

修了証発行

大学提供資料を基にBetween編集部で作成

事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

成
果
報
告
会

より実践的な学びを
進めていくための基礎
的な内容を学ぶ。
[主に共通教養科目]

プログラムに応じ、専
門領域の科目を履修
することで、応用科目
を履修するための知
識を習得する。
[主に学部専門科目]

普段は学ぶことので
きない実技・実践科
目（フィールドワーク
等）を履修する。
[主に学部演習科目]

パスポート科目（導入科目）

コア科目（基幹科目）

オーバーオール
科目（統括科目）

Before After課題
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